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親和銀行

福岡銀行

熊本銀行

FFGは九州を地盤とする３つの地方銀行を傘下にもつ金融持株会社

他に証券会社やカード会社、コンサルティング会社などの子会社15社を含め総合金融グループを形成

金 融 持 株 会 社

100％

グループ全体の概要

100％

100％

創業 1877年（明治10年）

貸出金 7.2兆円

預金量 8.7兆円

福岡県内シェアNo.1

創業 1929年（昭和4年）

貸出金 1.0兆円

預金量 1.3兆円

熊本県内シェアNo.2

創業 1879年（明治12年）

貸出金 1.4兆円

預金量 2.2兆円

長崎県内シェアNo.2

設立 2007年

総資産 14.1兆円

ふくおか証券

FFGカード

FFGﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

グ ル ー プ 銀 行 グ ル ー プ 子 会 社

連結子会社 15社

ふくおか債権回収

福岡ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ

ふくぎん保証

ほか

（旧前田証券）

（2014年3月末）
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お客さまに対しては３つの顔（ブランド）をもちながら、グループ内では一体の経営体制・インフラを活用

地域へのコミットメントを維持しながら、スケールメリットの追求が可能となる経営スタイル

FFGのビジネスモデル

シングルプラットフォーム

マルチブランド

 一つの経営戦略

 一体の経営体制

 共通の経営インフラ

 ブランド力の継承

 お客さま接点の多様性

 地域へのコミットメント

（
３
つ
の
銀
行
）

マ
ル
チ
ブ
ラ
ン
ド

対顧

シングルプラットフォーム（一体の経営体制・共通のインフラ）

リスク管理

（体制・手法）

内部管理態勢

（監査・コンプラ）

システム・

事務インフラ

の共通化

商品サービス

企画・提供

ガバナンス

体制

顧客接点

の多様性

一体の

経営体制

一つの

経営戦略

インフラの

共有

グループ内

バックオフィス業務の集約

商品・サービスラインナップの共有

お客さま・地域社会

株 主
健全性の向上

競争力の強化

効率性の追求

株主価値向上

地域社会の活性化人生設計のお手伝い

地域経済の発展事業活動の支援



内部監査体制について

Fukuoka

Kumamoto

Nagasaki
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1.監査体制の全体像

[ＦＦＧ]

【グループ子銀行】

福岡銀行
営業店･海外事務所

(168)+(6)

熊本銀行
営業店(70)

親和銀行
営業店(87)

熊本銀行
本部(5)

親和銀行
本部(8)

FFG本部 (9)

Ｆ
Ｆ
Ｇ
監
査
部

取締役会

グループ子銀行
監査役会

FFG
取締役会

FFG監査役会

外部監査人

親和銀行
監査部

福岡銀行
本部･関連会社
(21)  (9)+(4) 

福岡銀行
監査部

熊本銀行
監査部

◇矢印の意味

：監査

：報告

：連携

◇( )内は監査対象数

業
務

委
託

(331) (47)

(378)

(9)

計(387)

１

１

１

２

１

２

２

３

３

３

３

２
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2.内部監査体制

【持株会社によるグループ銀行内部監査業務（本部監査・営業店監査）の受託体制】

監
査
計
画
決
議

監
査
実
施

グループ銀行
取締役会

グループ銀行
監査役会

グループ銀行監査部
(福岡、熊本、親和 専担部長各1名）

営業店 / 関連会社 グループ銀行本部各部

持株会社監査部

持株会社
取締役会

持株会社
監査役会

監
査
計
画

計
画
決
議

状
況
報
告

状
況
報
告

改
善
要
請

指

示

改善要請

委託業務の
有効性検証

監
査
役
会
へ
の
定
期
的
な
出
席
・
意
見
交
換

改善要請

状
況
報
告
監
査
役
ヒ
ア
リ
ン
グ

委託業務

監査役による往査

監
査
結
果

報
告

監
査
結
果
報
告

持株会社本部各部

監
査
実
施

監
査
実
施

改
善
状
況
報
告

改
善
要
請

改
善
要
請

監
査
計
画
策
定

監
査
結
果

報
告

改
善
状
況

報
告

改
善
状
況

報
告

外部監査法人

連
携

外部監査法人連携
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3.監査人員体制

【ミッション】(Ｈ２７.４現在）

営業店監査Ｇ

(G長１名、担当44名)

【派遣元銀行別人員】(うち兼務)

・福岡銀行 ４８名(18)
・熊本銀行 １２名(3)
・親和銀行 １５名(5)

計 ７５名(26)

本部監査Ｇ

(G長1名、

Tﾘｰﾀﾞｰ1名、

担当23名)

ＦＦＧ監査部

(部長１名、副部長１名)

監査企画Ｇ

(副部長(兼務)1名､担当3名)

子銀行３行監査部
(部長各１名､合計３名)

企画機能の強化
・高度化施策の実施から、有効性維持へ
・監査の連携（営業店と本部）
・監査品質の向上・維持

法定的な監査を継続
・有報監査、与信関連、Ｊ-ＳＯＸ

3(3)

25(11)

45(10)

2(2)75(22)

【グループ】

テーマ別監査の本格運用
・全社的業務フローに着眼
・本部・営業店一体で内部統制の有効性を評価

熊本銀行
・一般約定書取扱に係る管理態勢

親和銀行
・ローン約定書取扱に係る管理態勢

福岡銀行
・テーマ別監査のモニタリング

16

8

12
人数 55才未満 55～60才 60才以上

部長･
副部
長

営業店 本部 企画

FFG 75 2 45 25 3 52 15 8

福 岡BK 48 2 24 19 3 29 12 7

熊 本BK 12 9 3 0 11 1 0

親 和BK 15 12 3 0 12 2 1

テーマ別監査チーム

リスク監査チーム

15(8)

9(3)

不
祥
事
件
の
未
然
防
止
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4.監査対象と種類

監査種類 対象 頻度 方式 備考

１

実
地
監
査

①総合監査
（初日現物監査同時）

全店 １～１年半／回 予告 2日～４日間

②1日監査
・事故防止
・ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ 等

全店 ６ヶ月／回
抜き打ち １日

監査不良店 機動的に実施

２

オ
フ
サ
イ
ト

①異例取引ﾁｪｯｸ
役席承認
確認等

日次､週次､月次 －

②ATM遠隔自動精算 店内ATM ６回以上/半期 －

③取引票等のﾁｪｯｸ 全店 随時 － 取引票、諸届等の検証

④ｵﾌｻｲﾄﾚﾋﾞｭｰ 全店 日次 － 専決貸出の運用状況検証

３ 支店長特別検査 全店 定例・個別 監査部指示

１ テーマ監査 本部
関連会社
ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ先

随時 予告 年間約10ﾃｰﾏ

２ 1日監査（部署別）
年１回

抜き打ち 現物管理

３ 書面監査
本部
関連会社

随時 予告 有報監査

４ 自主検査
本部
関連会社

－ －

５ 内部統制監査 － 通年 予告 Ｊ－ＳＯＸ

全営業店

（３２５）

全本部
（５３）

(関連会社、
ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ先、
海外駐在員事

務所含）

監査対象
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5.監査態勢高度化の流れ

従来の監査の流れ

□平成１８年に福岡銀行で監査態勢見直し
・金融検査マニュアル改定への対応
・リスクアセスメント高度化、評価ウエイトの見直し
・不祥事件防止に向けた機能強化

□平成１９年度 ＦＦＧ設立 監査態勢のグループ展開

・子銀行の業務委託を受け持株会社が監査するスタイル確立

□監査態勢の強化・機能改善

・監査態勢のグループ内定着化

・外部環境（法、規制、経済情勢等）への対応

・独自の工夫･取組

金融モニタリング基本方針・監督指針

□検査局、監督局一体によるオン・オフモニタリング体制へ

□内部監査の重要性が高まる

監査機能改善を図ってきたが、時代の流れ等を踏まえる
と更なるレベルアップが必要

監査部が絡み、いかにして対応していくか？

監査態勢高度化の二つの流れ

モニタリングが軸となり立入検査はターゲット検査等に焦点

内部監査、監査役監査、外部監査との十分な連携
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6.内部監査の目指す姿

取締役会
監査役（会）

外部監査人

第1線
［フロント］

営業店・本部（フロント）

第2線
［ミドル、バック］
本部（管理部門）

第3線
監査部

戦略・方針・業務計画

牽制

監査

監査

執行機関（代表取締役等）

連携
預金

融資

外為

有価証券運用

評価

金融商品販売

業務監査G

リスク監査G

与信監査G

内部統制監査G

金融庁

監督・検査

態勢の有効性を維持・高度化の
ための態勢

内部監査として最低限必要な態勢

ビジネス上の重要
なリスクに焦点を

当てた監査

内外環境変化の
スピードに対応
した柔軟な監査

モニタリ
ング

監査役監査・外
部監査との連携
強化によるガバ
ナンスへの貢献

フロントおよびミド
ルに対する一体的

な検証
リスク・アプローチの徹底
分析力の向上

内部監査の目指す姿
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7.監査高度化の方向性(仮説)

項目 銀行経営リスクの増加 監査高度化の方向性

①制度変更 業務の多様化・国際化等により経営リスクが増大している
のではないか？

リスクアセスメントの有効性検証･再設定

②環境変化に対応した監査
の役割

様々な環境変化に対応していくためには、監査の観点を従
来にも増して「高い品質確保」へシフトしていく必要があ
るのではないか？

牽制機能を確保しながら、指摘→改善･定着
へ目線
規定の妥当性等により踏み込む

③本部集中化 営業店の監査対象業務が減少しており､監査が枝葉末節的
（評価のための監査）になっていないか？

本質的な指摘により納得性が高い監査へ

重点項目や高リスクに焦点（濃淡をつけ
る）
評価に支店マネジメントの比重を高める

④関連会社化 営業店からリスクが移動・集中しており、監査対象として強
化していくことが必要ではないか？
例えば、事務センターはリスクの塊ではないか？

リスク監査及びオフサイトモニタリングの強化

リスクの特定･所在を継続的にメンテナンス

⑤外部委託化 ブラックボックス化していないか？ 外部監査の活用

⑥環境変化の速度 グローバル化の進展により､世界情勢の変化が直ちに経営環
境に反映してきている中､リスクコントロールが後手に回っ
ていないか？

先見性のある有効なリスクコントロール
（シナリオを準備）
機動的監査スケジュール

⑦業務の複雑化 既存商品の多様化に加えて、新しい領域のビジネスへの参
入によりリスクが増加していないか？

商品開発や新ビジネスの企画段階での監査
部門の関与（会議へのｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞ参加等）

⑧高まる専門性 リスク部門やシステム部門等は特に専門性が高まっており、
経験のない一般行員（営業店、本部勤務）では対応が困難
ではないか?

該当部門と監査部門の人事異動、中途採用
外部監査の積極活用

⑨人員構成の変化 中間層（稼ぎ頭､業務のキーパソン）不足、窓口は基本パー
ト化組織的にスムーズな業務遂行ができているか？

人財育成の観点でもコンサルティング機能強化
が必要

仮 説

リ
ス
ク
の
移
動
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8.監査高度化スケジュール

◆第一フェーズのスケジュール（２５年度下半期）

◆第二フェーズのスケジュール（２６年度）

10月 11月 12月 26年1月 2月 3月

経
営
報
告

外部評価の実施
他行とのギャップ分析

監査機能の高度化(課題抽出)
◆短期的課題
◆中長期的課題

短期的課題への対応策検討
(営業店監査中心)

２６年度監査計画策定
規定･ﾏﾆｭｱﾙ整備
監査員への研修

26年度上半期 27年度

営業店監査実施（第一フェーズ見直しを反映）

２７年度
監査計画策定
体制・人員
見直し

中長期的課題への対応
(本部監査、リスクアセスメントの高度化 等)

改善状況の確認とチューニング

中長期的課題への対応

コ
ン
サ
ル
開
始

コンサル第二フェーズ

成果物

社長、監査担当役員を含め
本部関係部長、支店長等
へインタビュー実施

事前準備 課題と対策の具体的検討

第一フェーズ

第二フェーズ

高度化
完 了

成果物

新監査態勢による監査実施

モニタリングとチューニング

第一フェーズ
完 了

26年度下半期

経
営
報
告

経
営
報
告

本部テーマ別監査試行
リスクアセスメント実施

経
営
報
告

経
営
報
告

経
営
報
告

経
営
報
告
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9.営業店監査の見直し

◇ 営業店監査 見直しのポイント

観 点 目的・活用方法 自己分析・課題等

1 リスクアプローチ

•店別リスクの数値化

•事前の営業店状況把握

•監査サイクルへの反映

•営業店リスクアセスメントを導入し、事前の状況把握に活用。

•監査サイクルには事故防止監査に一部反映

→営業店ごとのリスク状況（変化）を監査項目に反映する仕組み作り

2 本質的な指摘

•リスクの大きさと発生可能
性による指摘事項整備

(枝葉末節な指摘の排除)

•事象の重要性に着目していることから、本質的な指摘を捉えはじめている

→大くくりで指摘している内容を分析し評価

3 原因分析と改善提言

•事象の真因分析

(極力属人に帰着しない)

•分析を踏まえた改善提案

•講評時に監査の総評、意見、改善提案を文書(速報)で提示

•時間的制約もある中、真因分析は今後レベルアップが必要

4 マネジメント力の評価
•支店長の優れた経営管理に

対して加点
弾力的運用と評価目線のバランスが課題 (現状は明確なｴﾋﾞﾃﾞﾝｽが条件)

→好事例はニュースで全店へ紹介等

5 着眼点の拡大
•準拠性→規定の妥当性にも

着目
•監査を契機に３件の規定や帳票を一部改訂

→ルール改訂の効果（同様のミス改善状況）をモニタリング

6 監査品質の向上

•支店長が監査品質を評価

（アンケート）

•監査員のスキルアップ

•建設的な意見が多く、講評の文書化は総じて好評（監査見直しに前向き）

•継続的スキルアップ策を実施中

→アンケート結果から必要に応じ改善策の検討
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10.営業店ﾘｽｸ評価の概要

店番 店名

総
合
得
点

全
店
順
位

リ
ス
ク
評
価

店舗特性項目 経営管理項目 クオリティ項目

①
業
務
純
益
割
合

②
来
店
客
数

③
基
準
人
員

④
取
引
先
数

(

有
効
Ｃ
Ｍ
Ｆ)

⑤
貸
出
先
数

⑥
貸
出
金
平
残

⑦
客
待
ち
時
間

⑧
オ
ペ
リ
ス
ク
件
数

店
舗
特
性
評
価

⑨
前
回
監
査
評
定

⑩
事
故
防
止
監
査
減
点

⑪
事
務
指
導
臨
店
評
価

⑫
事
務
リ
ス
ク
評
価

⑬
業
務
管
理

⑭
支
店
長
新
任

〔
赴
任
一
年
以
内
〕

評
定

⑮
覆
面
臨
店
評
価
得
点

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｆ
Ｏ

Ｒ
Ｃ
Ｅ
）

⑯
苦
情
件
数

⑰
顧
客
記
録
簿
承
認
遅

延
率

⑱
Ａ
Ｄ
Ｒ
件
数

⑲
法
令
違
反
等

評
定

100 A １８１ ６ ８

200 B １６８ １８ ７

212 C ９１ ６３ ４

217 D ４６ １５２ ２

固定リスク 変動リスク

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
総合得点 225以上 ～200 ～175 ～150 ～125 ～100 ～75 ～50 ～25 24以下

○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店
←○○支店 ○○支店 B支店 ←○○支店 ○○支店 ○○支店 →○○支店 →○○支店

○○支店 →○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 D支店
○○支店 A支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 →○○支店 ○○支店 ○○支店
○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店

○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 C支店 ○○支店
○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店

→○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店
○○支店 ○○支店 ←○○支店

○○支店 ○○支店
○○支店 ○○支店
○○支店

合計 ～ヶ店 ～ヶ店 ～ヶ店 ～ヶ店 ～ヶ店 ～ヶ店 ～ヶ店 ～ヶ店 ～ヶ店 ～ヶ店

営業店

リスク高 リスク中 リスク低
リスク評価

 総合得点を２５点毎にマッピング

 ６ヶ月毎に評価し、推移を監視

 ２ランク以上変動した営業店は網掛け

営業店リスク評価店別明細表

営業店リスク評価一覧表

リスクが高く、前回よ
り２ランク以上ダウン
注意を要する

前回リスク高から２ラ
ンク以上アップ
足下改善の気配

◆リスクベースによる
メリハリのある監査の材料

◆時系列にデータを蓄積し
レベルアップ（試行錯誤）
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11.本部監査の見直し①

項 目 現 行 高度化後

①オフサイトモニ
タリングのの充実

監査の１ヶ月前から監査対象部門の
情報入手、内容把握

･内外情報の積極収集（環境変化の感応度を高める)
･モニタリング担当者の配置
･ ｢リスクの変化｣ を継続的にモニタリング

②リスクアセスメント

金融検査ﾏﾆｭｱﾙﾍﾞｰｽのﾏﾄﾘｸｽ

ﾘｽｸｶﾃｺﾞﾘｰ（13）×部署数（52）

･リスクカテゴリーの｢見える化｣（ 13→34項目）

･部署別→業務プロセス

ﾘｽｸｶﾃｺﾞﾘｰ(34)×業務(49)

③テーマ別監査への
軸足シフト

部署別監査が主体 （網羅性）

部署別(52) : ﾃｰﾏ別(22) ＝７：３

テーマ別監査が主体（リスクの重要性）

部署別 : テーマ別 ＝３：７のイメージ

⇒複数部署を一蓮托生で監査

｢数をこなす｣ → ｢核心を付く」監査へ

④個別監査の実施
全部署ほぼ同じ監査手続き

(金融検査マニュアル)

テーマ･目的に沿った手続き

（オーダーメード） ･スピード

･本質的な発見事項

･具体的な改善提言

⑤監査報告 着眼点(ﾘｽｸｶﾃｺﾞﾘｰ)を総評に記載 本質的な意見を表明

経
営
宛
報
告
・承
認

リスクアセスメント

個別監査の実施

フォローアップﾟ

監査報告

◇ 本部監査の流れ

年度監査計画

(ﾃｰﾏ別監査が主体)

①

②

③

④

⑤

ｵﾌｻｲﾄﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

（情報収集）
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12.本部監査の見直し②

監査報告

◇ 本部監査の流れ

経
営
宛
報
告
・
承
認

ｵﾌｻｲﾄﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
（情報収集）

リスクアセスメント

年度監査計画

個別監査の実施

フォローアップ

高度化領域

【個別監査の実施】
実施者 高度化による狙い・成果

【1】事前準備 首席レベル
・時間をかけて業務プロセスを把握・分析し、「想定通りに機能して
いない（＝目的を達成できていない）可能性」のある業務プロセスを
特定。

【2】監査プログラム 首席レベル

・特定した業務プロセスについて、内部統制の定着・運用状況をテスト
するための監査手続を明確化。

・「内部統制が機能している」→「リスクが抑えられている」→「業務
は有効に機能している」という評価に繋げやすくする。

・監査人の能力に依拠せず「誰がやっても同じ結果」になりやすい。

【3】監査の実施

（往査）
監査員

・監査手続を明確化しているため、監査人の思い付等を排除すると同時
に、現場での作業が効率化される。

【4】分析・評価 首席レベル
・発見事項について、「どのようなリスク（悪い事象）が懸念される
か？」という観点で被監査部署と協議。

【5】監査報告
監査部部長
席／首席レ
ベル

・監査対象業務におけるリスクの所在と、内部統制の機能状況を明確に
表明。

・関連部署を一堂に集めて通知することで、責任部署に対する指摘がし
やすく、かつ、関連部署間で認識共有が可能となる（全社的改善取組
みにつなげやすくなる）。

監査の実施

事前準備 【1】

監査プログラム

評価・分析

監査の予告

【2】

【3】

【4】

⑤

④
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13.テーマ別監査

従来の本部監査

従来の営業店監査

リスクカテ
ゴリー

監査項目
自己
評価

監査部
評価

1
法令等遵守
態勢

反社会的勢力に対応
する担当部署の役割

Ａ Ｂ

2
顧客保護等
管理態勢

顧客サポート等の適
切性

Ａ Ｂ

金融検査マニュアルの準拠性
主管の１部署のみ

照会もれはないか

チェックもれはないか

書類を保管しているか

伝統的な事務検査色
規定の準拠性
内部統制の有効性の本質
には深く踏み込めていない

一断面の監査では限界

監査項目減点表

連携不足

一拠点

一時点

本部･営業店一体
｢入口｣から｢出口｣まで

断面
（ストック）

一蓮托生
（フロー）

PLA
N

DO

CHE
CK

ACTI
ON

PLAN

DO

CHECK

ACTION

全社的業務フローに着眼

本部・営業店を一体とした内部統制の
有効性を評価

テーマ別監査

営業店監査

全社的
内部統制

個店の
内部統制

散見･多見される指摘事項はテーマ別の材料に

規定への準拠性はメリハリをつけて継続

個店の内部統制の有効性を評価

原因分析と有効なコントロール策の検討･実施が焦点

ミスの発見→ミスの改善・予防に軸足

評価が目的となりがち
普通以上はセーフ→自律的な改善取組みにつながらない

規定､仕組み
の変更
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リスク評価 VH：極めて高い ①
リスク評価 H：高い ②④
リスク評価 M：それほど高くない ③⑤⑦
リスク評価 L：低い ⑥⑧⑨
空白 ：該当なし

シ
ス
テ
ム

リ
ス
ク

オペレーショナルリスク管理

LHMLMLLVHｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ12

LHHVHMMHVH住宅ローン2

LH円貨ＡＬＭ42

MVHMLLLVH口座振替15

LLLLLVHｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ30

LLLLLVH両替16

総務

人事業務

財務報告､決算､自己資
本等

経営企画

債券運用

トレーディング

政策投資株式

貿易金融

外国為替

外貨預金

ＥＢ

内国為替

融資

国内円預金

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ

内国為替

保険

投資信託

カードローン

国内円預金

シ
ス
テ
ム

事
務

外
部
委
託

営
業
店
事

務

業務継続

30

L

M

VH

H

VH

H

H

H

M

VH

VH

H

H

事
務

リ
ス
ク

25

VH

H

L

市
場
リ
ス
ク
管
理

20

L

L

L

L

VH

H

信
用
リ
ス
ク
管
理

信用リス
ク管理

15

L

L

L

L

M

M

M

M

H

M

M

M

M

L

H

外
部
委
託
先
管
理

13

L

L

H

M

L

H

H

M

L

H

H

L

H

相
談
苦
情
の
対
応

11

L

L

L

L

L

H

L

L

イ
ン
サ
イ
ダ
ー
・

不
正
取
引
の
防
止

6

LLLVH37

LMLVH36

LVHHVH海
外
・

国
際

35

LVHLVH23

MVHLVHそ
の
他

役
務

22

LHHVH19

LHMVH預
貸金

法
人

18

LVHMVH11

MVHLVH
そ
の
他
役
務

10

LMVHVH7

LHVHVH証
券

5

LHLVH3

預
貸
金

Ａ
Ｌ
Ｍ
管
理

市
場
業
務
運
営

顧
客
説
明
管
理

反
社
マ
ネ
ロ
ン

対
応

LLVH49

LL48

LM47

本
部
管
理
業
務

46

LL44

ML41

LL

市
場

40

LVHHVH

個
人

1

市場リスク管理顧客保護等管理法令遵守等管理

31282119105

　　　　　　　リスクカテゴリー（管理領域）
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　（全34種から13抜粋）

　業務プロセス

　（全49種から26抜粋）

シ
ス
テ
ム

リ
ス
ク

オペレーショナルリスク管理

LHMLMLLVHｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ12

LHHVHMMHVH住宅ローン2

LH円貨ＡＬＭ42

MVHMLLLVH口座振替15

LLLLLVHｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ30

LLLLLVH両替16

総務

人事業務

財務報告､決算､自己資
本等

経営企画

債券運用

トレーディング

政策投資株式

貿易金融

外国為替

外貨預金

ＥＢ

内国為替

融資

国内円預金

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ

内国為替

保険

投資信託

カードローン

国内円預金

シ
ス
テ
ム

事
務

外
部
委
託

営
業
店
事

務

業務継続

30

L

M

VH

H

VH

H

H

H

M

VH

VH

H

H

事
務

リ
ス
ク

25

VH

H

L

市
場
リ
ス
ク
管
理

20

L

L

L

L

VH

H

信
用
リ
ス
ク
管
理

信用リス
ク管理

15

L

L

L

L

M

M

M

M

H

M

M

M

M

L

H

外
部
委
託
先
管
理

13

L

L

H

M

L

H

H

M

L

H

H

L

H

相
談
苦
情
の
対
応

11

L

L

L

L

L

H

L

L

イ
ン
サ
イ
ダ
ー
・

不
正
取
引
の
防
止

6

LLLVH37

LMLVH36

LVHHVH海
外
・

国
際

35

LVHLVH23

MVHLVHそ
の
他

役
務

22

LHHVH19

LHMVH預
貸金

法
人

18

LVHMVH11

MVHLVH
そ
の
他
役
務

10

LMVHVH7

LHVHVH証
券

5

LHLVH3

預
貸
金

Ａ
Ｌ
Ｍ
管
理

市
場
業
務
運
営

顧
客
説
明
管
理

反
社
マ
ネ
ロ
ン

対
応

LLVH49

LL48

LM47

本
部
管
理
業
務

46

LL44

ML41

LL

市
場

40

LVHHVH

個
人

1

市場リスク管理顧客保護等管理法令遵守等管理

31282119105

　　　　　　　リスクカテゴリー（管理領域）
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　（全34種から13抜粋）

　業務プロセス

　（全49種から26抜粋）
監
査
優
先
テ
｜
マ
①

監査優先テーマ②

監査優先テーマ③

①ＶＨの領域を例

相応の脆弱性がある リスク評価VH → H      ④

リスク対応に問題ない リスク評価VH → M ⑦

ＭＬＬ

ＨＭＬ

ＶＨＨＭ

ＭＬＬ

ＨＭＬ

ＶＨＨＭ
高い

低い
高い

ｈ

ｈ

ｍ

ｍ

ｌ

ｌ

①

高い影響
高い脆弱性

②

④

リ
ス
ク
の
影
響
度

脆弱性（管理態勢の弱さ）

③

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

高い影響
相応の脆弱性

相応の影響
高い脆弱性

◇リスクアセスメントのイメージ ◇リスク評価の判定ポイント

高 い 影 響
（ イ ン パ ク ト 大 き い ）

相 応 の 影 響
（ イ ン パ ク ト 中 規 模 ）

低 い 影 響
（ イ ン パ ク ト 小 さ い ）

ｈ

ｍ

ｌ

リ ス ク の 影 響 度
（ 銀 行 経 営 に 与 え る イ ン パ ク ト ）

◇縦軸

高
い

ｈ

中

ｍ

低
い

ｌ

◇横軸

脆
弱
性

態
勢

管
理

（
弱
い
）

（
中
）

（
強
い
）

監査実施前（監査の必要性） 監査実施後

監督指針をベース

不確
実性
含む

14.リスクアセスメント
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15.年間監査計画策定の流れ

リスクアセスメントオフサイトモニタリング

【内部】
各種会議、委員会等への参加
経営会議資料等の閲覧
役員・監査役との意見交換
営業店・本部の監査結果
各部の通達閲覧、意見交換等

【外部】
政府･当局の法令、指針、通達等
当局との意見交換
業界（金融・監査）等の情報
外部セミナー等への参加
他行との情報交換等

「ﾘｽｸｶﾃｺﾞﾘｰ35 X 業務ﾌﾟﾛｾｽ49」のマトリクスを
監査の必要性の観点から４段階に分類

通年で情報収集 年次サイクルで結果集約（半期毎に見直し）

年間監査計画（27年度）

【営業店の客観的データ】
店舗特性８項目
経営管理６項目
クオリティ５項目

社内外の様々な情報を収集

店別に情報収集

営業店リスク評価（26年度から実施）

年間監査計画へ反映

客観的データを集約し営業店を１０段階に区分

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
総合得点 225以上 ～200 ～175 ～150 ～125 ～100 ～75 ～50 ～25 24以下

○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店
←○○支店 ○○支店 ○○支店 ←○○支店 ○○支店 ○○支店 →○○支店 →○○支店

○○支店 →○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店
○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 →○○支店 ○○支店 ○○支店
○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店

○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店
○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店

→○○支店 ○○支店 ○○支店 ○○支店
○○支店 ○○支店 ←○○支店

○○支店 ○○支店
○○支店 ○○支店
○○支店

合計 ～ヶ店 ～ヶ店 ～ヶ店 ～ヶ店 ～ヶ店 ～ヶ店 ～ヶ店 ～ヶ店 ～ヶ店 ～ヶ店

営業店

リスク高 リスク中 リスク低
リスク評価

営業店ﾘｽｸ評価のｲﾒｰｼﾞ

優
先
順
位
付
け

①リスク評価結果

（VH→H→M→L）

②監査の適時性
（タイミング）

③監査リソース
(ヒト､カネ､時間)

経営者の関心事

評価はVH→H→M→L（ﾘｽｸ高→低）の4段階

ﾘｽｸｶﾃｺﾞﾘｰ

顧客保護等管理 法令等遵守

顧
客
説
明
の
適
切

性情
報
管
理

外
部
委
託
先
管
理

リスク評価 VH VH VH

個
人

国内円預金 H VH VH
住宅ローン H VH H

マ
ト
リ
ク
ス
の
イ
メ
ー
ジ

・・・・・・・・・・・・

ﾘｽｸｶﾃｺﾞﾘｰ

35

業務ﾌﾟﾛｾｽ

49

営業店

①監査サイクル

②リスク評価結果

③監査リソース
(ヒト､カネ､時間)

【その他の情報】
前回の監査結果
本部各部との情報交換

・・・

監
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

営
業
店
監
査
の
検
証
項
目
へ
反
映

１．重点監査テーマ

PDCAサイクル検証の必要性
から選定

２．テーマ別監査

テーマ毎に一蓮托生の監査

・FFG、子銀行

・複数の関係部署

・本部、営業店

４．営業店監査

リスク評価結果を監査タイ
ミングに反映

５．その他

支店長特別検査その他

３．法定監査

預保、J-SOX等の法定対応

27年度から本格展開

(例)金融ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ基本方針

顧客情報管理の徹底
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16.定期的内部評価

分類 ＩＩＡ国際基準 基準数
ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ
余地あり

社内的立場

1000,1100

・内部監査部門の目的、権限、責任

・独立性、客観性

5 0

構成員

1200

・内部監査部門の専門的能力

・継続的な専門的能力の向上

3 2

内部監査プロセス

1300～2600

・年度リスクアセスメント・監査計画

・個別監査計画

・分析

・監査調書（文書化）

・内部監査報告

・内部監査の品質評価

35 12

合計 43 14

■ 26年度の定期的内部評価

◎中期監査計画の策定
◎分析・評価品質の均一化
◎教育・研修計画の策定
◎継続的内部評価のレベルアップ
◎営業店監査事前調査の充実
◎営業店監査と本部監査の更なる連携
・所管部へのプレヒアリング導入
・コンピュータ（電子データ）を十分に活用した監査

等

◎監査員の公正不偏な精神的態度（高い客観性）
◎熟達した専門能力（ＣＩＡ等の外部資格）

品
質
評
価

内部評価
継続的評価

定期的評価

外部評価
• 25年度下半期に監査

法人により実施済
5年に1度

1年に1度

監査の都度

• 今回が初回の実施

参考：監査品質の評価体系

• 被監査部署アンケート
• 部長席レビュー

２７年度以降も継続してレベルアップすべき課題
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17.今後の課題

実施してきた高度化施策を確実に定着させ、内部監査態勢の有効性を維持、継続
的に向上させる。
（１）人材の維持・強化

→特に主要ポストにおける専門性維持・向上は重要なテーマ

（２）部内組織体制の見直し
→監査企画Ｇの時期に応じたミッションの明確化

内部監査活動を効率化する。
（１）既存の内部監査業務の見直し

→全社的リスクアセスメント結果を踏まえた検証項目の設定

（２）監査部内の資源の柔軟な配置
→営業店監査におけるリスクに応じた資源の効率的運用

（３）ＩＴシステムの活用
→データを活用したオフサイトモニタリングによる、潜在的リスクの効率的な把握


